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(57)【要約】
【課題】前立腺の診断において好適な装置を提供する。
【解決手段】断層画像形成部２０は、前立腺を含む超音
波の断層画像を形成する。輪郭設定部５２は、前立腺の
形状を模擬した輪郭設定パーツを断層画像内に設定する
。マスク設定部５４は、断層画像内にマスキングパーツ
を設定する。マスク設定部５４は、マスキングパーツと
して、例えば、前立腺内の移行域の形状を模擬した移行
域パーツを設定する。弾性画像形成部４４は、輪郭設定
パーツに囲まれた前立腺領域からマスキングパーツに囲
まれたマスク領域を取り除くことにより得られる対象領
域内の弾性情報に基づいて弾性画像を形成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受するプローブと、
　前記プローブを制御することにより、前立腺を含む断面内から超音波の受信信号を得る
送受信部と、
　前記受信信号に基づいて前立腺を含む超音波の断層画像を形成する断層画像形成部と、
　前立腺の形状を模擬した輪郭パーツを前記断層画像内に設定する輪郭設定部と、
　前記断層画像内にマスキングパーツを設定するマスク設定部と、
　前記輪郭パーツに囲まれた前立腺領域から前記マスキングパーツに囲まれたマスク領域
を取り除くことにより得られる対象領域内の弾性情報に基づいて弾性画像を形成する弾性
画像形成部と、
　を有する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記マスク設定部は、前記マスキングパーツとして、前立腺内の移行域の形状を模擬し
た移行域パーツを前記断層画像内に設定する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の超音波診断装置において、
　前記マスク設定部は、前立腺容量に対する移行域容量の比率である容量比と、前記断層
画像内に前立腺の輪郭に合わせて設定された前記輪郭パーツの大きさと、に基づいて、前
記移行域パーツの大きさを決定する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記マスク設定部は、前記マスキングパーツとして、ユーザにより位置と大きさを指定
された任意パーツを前記断層画像内に設定する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記弾性画像形成部は、前記対象領域内の弾性情報に基づいて、前記マスク領域が取り
除かれた前記前立腺領域内における組織の硬さの分布を視覚的に示した前記弾性画像を形
成する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項２から５のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前立腺を含む前記断面内を前記輪郭パーツと前記移行域パーツにより複数の測定領域に
分割し、各測定領域ごとにせん断波を送波する動的な弾性測定により複数の測定領域から
動的な弾性測定結果を得る、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の超音波診断装置において、
　前立腺を含む前記断面内を、前記移行域パーツ内の左側の領域Ａと、前記移行域パーツ
内の右側の領域Ｂと、前記移行域パーツの外側で前記輪郭パーツ内の左側の領域Ｃと、前
記移行域パーツの外側で前記輪郭パーツ内の右側の領域Ｄの４領域に分割し、それら４領
域で測定される動的な弾性測定結果を表示する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、



(3) JP 2017-80119 A 2017.5.18

10

20

30

40

50

　前立腺領域からマスク領域を取り除いた前記対象領域内を複数の微小領域に分割し、前
記弾性情報に基づく組織の硬さが注目範囲内にある１又は複数の注目微小領域を特定し、
注目微小領域における組織の硬さを視覚的に示した表示画像を形成する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に、組織の弾性に係る診断情報を得る技術に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置において、組織の弾性に係る診断情報を得る技術が知られている。例え
ば、被検体の体表から被検体内の組織を圧迫し、その圧迫により生じる組織のひずみを超
音波で計測することにより、組織の弾性に係る診断情報を得るエラストグラフィが知られ
ている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、弾性情報と断層画像の輝度情報を用いて、弾性画像のエラー
を評価してエラー領域を指定し、弾性画像にエラー情報を表示させ、又は、エラー領域に
関する弾性画像を削除する超音波診断装置が記載されている。また、特許文献２には、フ
リーズ画像の表示状態において、ＲＯＩ（関心領域）の位置とサイズを変更する超音波診
断装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４８１７３７４号公報
【特許文献２】特許第５４６５６７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年になり、前立腺の診断や治療にも超音波診断装置が積極的に利用されている。例え
ば前立腺がんの早期発見と治療において、超音波診断装置のエラストグラフィは極めて重
要な診断情報となる。
【０００６】
　前立腺の内部構造は、組織学的にみて主に移行域（ＴＺ）と辺縁領域（ＰＺ）と中心領
域（ＣＺ）に分類される。これらのうち、特に辺縁領域（ＰＺ）におけるがんの発生頻度
が比較的高いといわれている。そのため、エラストグラフィにより、例えば辺縁領域（Ｐ
Ｚ）内における硬さの分布などを的確に診断できることが望ましい。つまり、硬さの分布
から癌などの病変を確認できることが望ましい。
【０００７】
　本発明は、上述した背景技術に鑑みて成されたものであり、その目的は、前立腺の診断
において好適な装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的にかなう好適な超音波診断装置は、超音波を送受するプローブと、前記プロー
ブを制御することにより、前立腺を含む断面内から超音波の受信信号を得る送受信部と、
前記受信信号に基づいて前立腺を含む超音波の断層画像を形成する断層画像形成部と、前
立腺の形状を模擬した輪郭パーツを前記断層画像内に設定する輪郭設定部と、前記断層画
像内にマスキングパーツを設定するマスク設定部と、前記輪郭パーツに囲まれた前立腺領
域から前記マスキングパーツに囲まれたマスク領域を取り除くことにより得られる対象領
域内の弾性情報に基づいて弾性画像を形成する弾性画像形成部と、を有することを特徴と
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する。
【０００９】
　前立腺の内部構造は、組織学的にみて主に移行域（ＴＺ）と辺縁領域（ＰＺ）と中心領
域（ＣＺ）に分類される。これらのうち、特に辺縁領域におけるがんの発生頻度が比較的
高い。そのため、例えば辺縁領域内における硬さの分布などを的確に診断できることが望
ましい。例えば、硬さの分布から、癌などの病変の早期発見が期待される。ところが、前
立腺の移行域と辺縁領域と中心領域は、互いに組織性状が異なるため硬さも異なる。特に
辺縁領域に比べて移行域は肥大等の影響により硬さが変化するとされる。そのため、例え
ば、辺縁領域内における硬さの分布を確認したいにも関わらず移行域の硬さの情報が混在
してしまうと、辺縁領域の硬さの分布が移行域の硬さの影響を受けてしまう。
【００１０】
　上記超音波診断装置では、輪郭パーツに囲まれた前立腺領域からマスキングパーツに囲
まれたマスク領域を取り除くことにより得られる対象領域内の弾性情報に基づいて弾性画
像が形成される。したがって、例えば、辺縁領域の硬さの分布を弾性画像で診断したい場
合に、辺縁領域とは組織性状が異なる移行域などの部位をマスキングパーツで取り除くこ
とにより、移行域などの影響が低減された、望ましくは、移行域などの影響が除去された
状態で、辺縁領域に関する弾性画像を得ることができる。これにより、例えば、辺縁領域
の硬さの分布などの診断の精度が高められる。
【００１１】
　望ましい具体例において、前記マスク設定部は、前記マスキングパーツとして、前立腺
内の移行域の形状を模擬した移行域パーツを前記断層画像内に設定する、ことを特徴とす
る。
【００１２】
　望ましい具体例において、前記マスク設定部は、前立腺容量に対する移行域容量の比率
である容量比と、前記断層画像内に前立腺の輪郭に合わせて設定された前記輪郭パーツの
大きさと、に基づいて、前記移行域パーツの大きさを決定する、ことを特徴とする。
【００１３】
　望ましい具体例において、前記マスク設定部は、前記マスキングパーツとして、ユーザ
により位置と大きさを指定された任意パーツを前記断層画像内に設定する、ことを特徴と
する。
【００１４】
　望ましい具体例において、前記弾性画像形成部は、前記対象領域内の弾性情報に基づい
て、前記マスク領域が取り除かれた前記前立腺領域内における組織の硬さの分布を視覚的
に示した前記弾性画像を形成する、ことを特徴とする。
【００１５】
　望ましい具体例において、前記超音波診断装置は、前立腺を含む前記断面内を前記輪郭
パーツと前記移行域パーツにより複数の測定領域に分割し、各測定領域ごとにせん断波を
送波する動的な弾性測定により複数の測定領域から動的な弾性測定結果を得る、ことを特
徴とする。
【００１６】
　望ましい具体例において、前記超音波診断装置は、前立腺を含む前記断面内を、前記移
行域パーツ内の左側の領域Ａと、前記移行域パーツ内の右側の領域Ｂと、前記移行域パー
ツの外側で前記輪郭パーツ内の左側の領域Ｃと、前記移行域パーツの外側で前記輪郭パー
ツ内の右側の領域Ｄの４領域に分割し、それら４領域で測定される動的な弾性測定結果を
表示する、ことを特徴とする。
【００１７】
　望ましい具体例において、前記超音波診断装置は、前立腺領域からマスク領域を取り除
いた前記対象領域内を複数の微小領域に分割し、前記弾性情報に基づく組織の硬さが注目
範囲内にある１又は複数の注目微小領域を特定し、注目微小領域における組織の硬さを視
覚的に示した表示画像を形成する、ことを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明により、前立腺の診断において好適な装置が提供される。例えば、本発明の好適
な態様によれば、前立腺の辺縁領域の硬さの分布を弾性画像で診断したい場合に、辺縁領
域とは組織性状が異なる移行域などの部位をマスキングパーツで取り除くことにより、移
行域などの影響が低減された、望ましくは、移行域などの影響が除去された状態で、辺縁
領域に関する弾性画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施において好適な超音波診断装置の全体構成を示す図である。
【図２】経直プローブの具体例を示す図である。
【図３】前立腺の診断における表示画像の具体例を示す図である。
【図４】領域設定部による対象領域の設定例を説明するための図である。
【図５】動的エラストを併用する診断における対象領域の具体例を示す図である。
【図６】動的エラストを併用する診断における表示画像の具体例を示す図である。
【図７】各微小領域ごとの評価を説明するための図である。
【図８】特定微小領域の硬さの表示例１を示す図である。
【図９】特定微小領域の硬さの表示例２を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、本発明の実施において好適な超音波診断装置の全体構成を示す図である。プロ
ーブ１０は、例えば生体などの被検体に対して超音波を送受する超音波探触子である。プ
ローブ１０は、各々が超音波を送受または送波する複数の振動素子を備えており、複数の
振動素子が送信部１２により送信制御されて送信ビームが形成される。
【００２１】
　また、プローブ１０が備える複数の振動素子が、被検体内から超音波を受波し、これに
より得られた受波信号が受信部１４へ出力され、受信部１４が受波信号に基づいて受信ビ
ームを形成し、受信ビームに沿って受信データ（例えばＲＦ信号データ）が収集される。
【００２２】
　プローブ１０は、被検体内の断面からフレームデータを得るための超音波（通常パルス
）を送受する機能と、被検体内においてせん断波を発生させる超音波（プッシュパルス）
を送波する機能と、せん断波を計測する超音波（トラッキングパルス）を送受する機能を
備えている。
【００２３】
　フレームデータを得る場合、送信部１２は、通常パルスの送信信号をプローブ１０が備
える複数の振動素子へ出力し、通常パルスの送信ビームを形成して送信ビームを走査する
ようにプローブ１０を送信制御する。また、受信部１４は、プローブ１０が通常パルスの
超音波を送受することにより複数の振動素子から得られる受波信号に対して、整相加算処
理等を施すことにより、通常パルスの送信ビームに対応した受信ビームを形成し、受信ビ
ームに沿って受信データ（例えばＲＦ信号データ）を得る。通常パルスの超音波ビーム（
送信ビームと受信ビーム）は、被検体の断面内において走査され、その断面内から収集さ
れる受信データによりフレームデータが形成される。こうして、複数時相に亘って各時相
ごとに次々にフレームデータが得られる。
【００２４】
　せん断波を発生させる場合、送信部１２は、プッシュパルスの送信信号をプローブ１０
が備える複数の振動素子へ出力し、プッシュパルスの送信ビームを形成するようにプロー
ブ１０を送信制御する。また、せん断波を計測する場合、送信部１２は、トラッキングパ
ルスの送信信号をプローブ１０が備える複数の振動素子へ出力し、トラッキングパルスの
送信ビームを形成するようにプローブ１０を送信制御する。そして、受信部１４は、プロ
ーブ１０がトラッキングパルスを送受することにより複数の振動素子から得られる受波信
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号に対して、整相加算処理等を施すことにより、トラッキングパルスの受信ビームを形成
し、受信ビームに沿って受信データ（例えばＲＦ信号データ）を得る。
【００２５】
　断層画像形成部２０は、受信部１４から得られる複数時相のフレームデータに基づいて
超音波の断層画像データを形成する。断層画像形成部２０は、受信データで構成されるフ
レームデータに対し、必要に応じて、ゲイン補正、ログ圧縮、検波、輪郭強調、フィルタ
処理等の信号処理を行うことにより、断層画像データとして、例えば被検体内の断面にお
けるＢモード画像の画像データを形成する。なお、断層画像形成部２０は、複数時相（複
数フレーム）の断層画像データを記憶するフレームメモリを備えていることが望ましい。
【００２６】
　データ選択部１６は、受信部１４から得られるデータ（受信データまたは受信データで
構成されるフレームデータ）を記憶し、記憶されたデータ群から少なくとも２つ（一組）
のデータを選択する。例えば、データ選択部１６は、受信部１４から時系列順に、すなわ
ち画像のフレームレートに応じて順次生成される複数時相のフレームデータ（例えばアキ
シャル断面から得られるフレームデータ）を次々に記憶し、記憶されたＮ時相目のフレー
ムデータ（Ｎ）を第１のデータとして選択すると共に、時間的に過去に記憶されたフレー
ムデータ群（Ｎ－１，Ｎ－２，Ｎ－３，・・・，Ｎ－Ｍ）の中から１つのフレームデータ
（Ｘ）を選択する。なお、Ｎ、Ｍ、Ｘは、フレームデータに付されたインデックス番号（
フレーム番号）であり、自然数とする。データ選択部１６は、複数時相に亘って各時相ご
とに一組のデータを選択する。
【００２７】
　変位計測部３０は、複数時相に亘って各時相ごとに選択される一組のデータ、つまり互
いに異なる時相に対応した２つのデータ（受信データまたは受信データで構成されるフレ
ームデータ）に基づいて、被検体内における組織の変位を計測する。
【００２８】
　具体例を説明すると、変位計測部３０は、データ選択部１６において選択されたフレー
ムデータ（Ｎ）とフレームデータ（Ｘ）に対して、１次元または２次元の相関演算処理を
行うことにより、フレームデータ内つまり断層画像内の各計測点ごとに、その計測点にお
ける組織の変位を示す変位ベクトル、すなわち変位の方向と大きさに関する１次元または
２次元の変位ベクトルを導出し、これにより、断層画像内の複数の計測点における変位ベ
クトルの分布を得る。変位ベクトルを導出するにあたっては、例えば、ブロックマッチン
グ法や位相勾配法などが利用される。
【００２９】
　ブロックマッチング法においては、フレームデータ内つまり断層画像内が、縦方向に数
画素かつ横方向に数画素からなる各ブロックにより、複数のブロックに分けられ、各ブロ
ックごとに、一方のフレームデータ内のブロックに最も類似するブロックが他方のフレー
ムデータ内で探索される。これにより、フレームデータ内の各計測点（各ブロック）ごと
に時相間における変位が算出され、例えば２次元の変位ベクトルが得られる。なお、複数
のブロックの探索結果を参照して、予測符号化すなわち差分により標本値を決定する処理
等を行って、各計測点の変位ベクトルを得るようにしてもよい。
【００３０】
　また、位相勾配法においては、フレームデータを構成する受信データから受信信号の波
の位相情報を得て、時相間における位相情報の変化から受信信号の波の移動量を算出して
フレームデータ内の各計測点の変位を導出することにより、例えば受信ビーム方向の１次
元の又はフレームデータ内における二次元の変位ベクトルを得るようにしてもよい。
【００３１】
　弾性情報演算部４２は、変位計測部３０において計測された変位に基づいて、被検体内
における組織の歪み又は弾性率を導出する。弾性情報演算部４２は、例えば、互いに異な
る時相に対応した２つのフレームデータ間で計測された各計測点における変位ベクトルに
基づいて、複数の計測点について各計測点ごとに組織の歪みや弾性率を算出する。また、
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弾性情報演算部４２は、複数時相に亘って各時相（各フレーム）ごとに、そのフレーム内
の複数の計測点における組織の歪みや弾性率を算出する。
【００３２】
　弾性情報演算部４２において組織の歪みや弾性率を得る場合には、例えば、プローブ１
０が被検体に押し当てられ、被検体の体表から被検体内の組織が圧迫され、その圧迫によ
る組織の変位が計測される。つまり、静的な弾性測定が行われる。その際に、例えば、図
示省略した圧力センサがプローブ１０の送受波面と被検体の体表との間の圧力を検出し、
図示省略した応力計測部が、圧力センサにより検出された圧力に基づいて、被検体内部の
各計測点における応力を計測してもよい。
【００３３】
　弾性情報演算部４２は、応力計測部において計測される応力を参照して、各計測点にお
ける組織の弾性率を算出する。歪みのデータは、組織の移動量、例えば変位を空間微分す
ることによって算出される。また、弾性率のデータは、応力の変化を歪みの変化で除する
ことによって算出される。
【００３４】
　例えば、フレームデータ内つまり断層画像内の位置ｘについて、変位計測部３０により
計測された変位をＬ（ｘ）、応力計測部により計測された応力をＰ（ｘ）とすると、歪み
ΔＳ（ｘ）は、Ｌ（ｘ）を空間微分することによって算出することができるから、例えば
「ΔＳ（ｘ）＝ΔＬ（ｘ）／Δｘ」という式を用いて歪みを算出することができる。また
弾性率データのヤング率Ｙｍ（ｘ）は「Ｙｍ（ｘ）＝ΔＰ（ｘ）／ΔＳ（ｘ）」という式
によって導出することができる。例えば、このヤング率Ｙｍから、フレームデータ内つま
り断層画像内の各計測点に相当する組織の弾性率が得られる。なお、ヤング率とは、物体
に加えられた単純引張り応力と、引張りに平行に生じる歪みに対する比である。
【００３５】
　弾性画像形成部４４は、弾性情報演算部４２から得られる組織の弾性に係る診断情報、
つまり、フレームデータ内における各計測点の弾性情報（組織の歪みや弾性率）を示した
弾性フレームデータに基づいて、つまり静的な弾性測定（静的エラスト）により得られる
弾性フレームデータに基づいて、被検体の断面内における弾性情報を視覚的に示すための
弾性画像（静的弾性画像）を形成する。弾性画像形成部４４は、例えば、フレームメモリ
と画像処理機能とを備えており、弾性情報演算部４２から複数の時相に亘って各時相ごと
に得られる弾性フレームデータをフレームメモリに記憶し、記憶された弾性フレームデー
タに基づいて画像処理を行う。
【００３６】
　例えば、弾性画像形成部４４は、弾性フレームデータの各計測点に対して、その計測点
における弾性情報に応じた色相情報を付与する機能を有しており、弾性フレームデータに
基づいて、各計測点に対して光の３原色である赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）を付した弾
性画像データを形成する。弾性画像形成部４４は、例えば、歪みが大きい弾性データを赤
色コードに変換し、歪みが小さい弾性データを青色コードに変換する。こうして、弾性画
像形成部４４は、複数時相に亘って各時相（各フレーム）ごとに弾性画像データを形成す
る。
【００３７】
　弾性画像形成部４４は、断層画像内に設定される輪郭設定パーツとマスキングパーツに
より定められる対象領域内から静的な弾性測定により得られる弾性情報に基づいて弾性画
像（静的弾性画像データ）を形成する。輪郭設定パーツとマスキングパーツは、領域設定
部５０により設定される。
【００３８】
　領域設定部５０は、輪郭設定パーツを設定する輪郭設定部５２と、マスキングパーツを
設定するマスク設定部５４を備えており、弾性画像の対象領域を決定する。領域設定部５
０による具体的な処理については後に詳述する。
【００３９】
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　表示画像形成部６０は、フレームメモリと画像処理機能と画像選択機能を備えており、
例えば、αブレンディングに代表されるような手法により、断層画像と弾性画像の合成画
像、断層画像と時間ばらつき画像の合成画像等を形成する。表示画像形成部６０は、断層
画像形成部２０から得られる断層画像データと、弾性画像形成部４４から得られる弾性画
像データを、フレームメモリに記憶する。
【００４０】
　また、表示画像形成部６０は、フレームメモリに記憶された断層画像データと弾性画像
データとを、必要に応じて合成割合を変更するなどして合成して、合成画像を生成する機
能を備えている。合成画像の各画素の輝度情報と色相情報は、それぞれ、合成される画像
の各情報を合成割合で加算したものとなる。例えば、断層画像データの輝度情報と弾性画
像データの色相情報を、合成割合に応じて重みづけ加算することにより、合成画像の輝度
情報と色相情報が得られる。
【００４１】
　さらに、表示画像形成部６０は、フレームメモリ内の断層画像データと弾性画像データ
とこれらを合成した合成画像データのうちから表示画像を選択する。こうして選択された
表示画像が表示部６２に表示される。なお、表示画像形成部６０は、制御部８０による制
御に応じて、例えば、操作デバイス７０を介してユーザから入力される画像表示条件等に
基づいて、表示画像に対して表示処理を施す機能も備えている。
【００４２】
　せん断波速度演算部４６は、プローブ１０から送波されるプッシュパルスにより被検体
内に発生するせん断波の速度情報を導出する。なお、せん断波を利用した弾性測定、つま
り動的な弾性測定（動的エラスト）には公知の技術が利用される。せん断波速度演算部４
６は、せん断波の伝搬速度に基づいて、せん断波が計測された組織の弾性値などを算出し
てもよい。
【００４３】
　表示画像形成部６０は、せん断波速度演算部４６において得られたせん断波の伝搬速度
や組織の弾性値等を表示する表示画像を形成する。その表示画像は、表示部６２に表示さ
れる。
【００４４】
　制御部８０は、図１に示す超音波診断装置内を全体的に制御する。その全体的な制御に
は、操作デバイス７０を介して医師や検査技師などのユーザから受け付けた操作も反映さ
れる。
【００４５】
　図１に示す各構成（符号を付した各部）のうち、送信部１２，受信部１４，データ選択
部１６，断層画像形成部２０，変位計測部３０，弾性情報演算部４２，弾性画像形成部４
４，せん断波速度演算部４６，領域設定部５０，表示画像形成部６０は、それぞれ、例え
ば電気電子回路やプロセッサ等のハードウェアを利用して実現することができ、その実現
において必要に応じてメモリ等のデバイスが利用される。
【００４６】
　表示部６２の好適な具体例は液晶ディスプレイ等であり、操作デバイス７０は、例えば
マウス、キーボード、トラックボール、タッチペン、ジョイスティック等のデバイスで構
成される。制御部８０は、例えば、ＣＰＵやプロセッサやメモリ等のハードウェアと、Ｃ
ＰＵやプロセッサの動作を規定するソフトウェア（プログラム）との協働により実現する
ことができる。
【００４７】
　図１の超音波診断装置の全体構成は以上のとおりである。次に、図１の超音波診断装置
により実現される機能の具体例について詳述する。なお、図１に示した構成（符号を付さ
れた各部）については、以下の説明において図１の符号を利用する。
【００４８】
　図１の超音波診断装置は、様々な組織などを診断対象とするが特に前立腺の診断に好適
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である。前立腺の診断においては、プローブ１０として、図２の経直プローブ１０Ｔを利
用することが望ましい。
【００４９】
　図２は、経直プローブ１０Ｔの具体例を示す図である。図２には、経直プローブ１０Ｔ
の側面図＜Ａ＞と、経直プローブ１０Ｔをその先端側から見た正面図＜Ｂ１＞，＜Ｂ２＞
が示されている。
【００５０】
　経直プローブ１０Ｔは、全体として長細く棒状に形成され、先端部分にコンベックス振
動子Ｃを備えている。コンベックス振動子Ｃは、円弧状に配列された複数の振動素子で構
成され、それら複数の振動素子が送信部１２と受信部１４により制御されることにより、
コンベックス走査面１１Ｃが形成される。
【００５１】
　また、経直プローブ１０Ｔはリニア振動子Ｌも備えている。リニア振動子Ｌは、経直プ
ローブ１０Ｔの長手方向に沿って直線状に配列された複数の振動素子で構成され、それら
複数の振動素子が送信部１２と受信部１４により制御されることにより、リニア走査面１
１Ｌが形成される。
【００５２】
　図２に示す具体例において、コンベックス走査面１１Ｃとリニア走査面１１Ｌは、互い
に直交関係にあり、例えば、操作デバイス７０を介して入力されるユーザからの操作に応
じて適宜に切り換えられる。なお、例えばユーザからの操作に応じてコンベックス走査面
１１Ｃとリニア走査面１１Ｌのそれぞれの角度を調整できる構成が実現されてもよい。
【００５３】
　図３は、前立腺の診断における表示画像の具体例を示す図である。例えば、図３に示す
表示画像が表示画像形成部６０において形成されて表示部６２に表示される。前立腺の診
断においては、経直プローブ１０Ｔ（図２）が先端側から被検者の直腸に挿入される。
【００５４】
　図３の表示画面内における断層画像と弾性画像は、コンベックス走査面１１Ｃ（図２）
から得られるフレームデータに基づいて形成される。断層画像形成部２０は、コンベック
ス走査面１１Ｃ（図２）から得られるフレームデータに基づいて、コンベックス走査面１
１Ｃに対応したアキシャル断面の断層画像を形成する。
【００５５】
　なお、断層画像形成部２０は、リニア走査面１１Ｌ（図２）から得られるフレームデー
タに基づいて、リニア走査面１１Ｌに対応したサジタル断面の画像（図３の断層画像とは
直交関係にある画像）を形成してもよい。
【００５６】
　また、弾性画像形成部４４は、コンベックス走査面１１Ｃ（図２）から得られる弾性情
報に基づいて、コンベックス走査面１１Ｃに対応したアキシャル断面の弾性画像を形成す
る。なお、前立腺が診断対象である場合には、経直プローブ１０Ｔ（図２）が先端側から
被検者の直腸に挿入され、経直プローブ１０Ｔにより直腸側から前立腺が圧迫されて、静
的な弾性測定（静的エラスト）により弾性画像（静的弾性画像）が形成される。なお、被
検者体内からの圧迫（拍動など）による静的エラストで前立腺の静的弾性画像が形成され
てもよい。
【００５７】
　弾性画像内には、静的エラストの各計測点ごとに、つまり前立腺内の微小部位ごとに、
弾性情報に応じた色相が付与される（配色される）。図１を利用して詳述したように、弾
性画像形成部４４は、弾性フレームデータの各計測点に対して、その計測点における弾性
情報に応じた色相情報を付与する機能を有しており、弾性フレームデータに基づいて、各
計測点に対して光の３原色である赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）を付した弾性画像データ
を形成する。弾性画像形成部４４は、例えば、歪みが大きい弾性データを赤色コードに変
換し、歪みが小さい弾性データを青色コードに変換する。
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【００５８】
　つまり、弾性画像内において、歪みが大きく比較的軟らかい（Ｓｏｆｔ）部位が赤色を
基調とする色で表現され、歪みが小さく比較的硬い（Ｈａｒｄ）部位が青色を基調とする
色で表現される。図３の表示画像内には、ＳｏｆｔからＨａｒｄまでの色調を示すカラー
バー（ＣＢ）が表示されている。
【００５９】
　弾性画像形成部４４は、弾性画像に設定される関心領域（ＲＯＩ）内の全域に亘る弾性
情報に基づいて弾性画像を形成する機能を備えている。さらに、弾性画像形成部４４は、
例えば前立腺の診断において、対象領域内の弾性情報に基づいて弾性画像を形成する。つ
まり、弾性画像形成部４４は、断層画像内に設定される輪郭設定パーツとマスキングパー
ツにより定められる対象領域内の弾性情報に基づいて弾性画像を形成する。
【００６０】
　輪郭設定パーツとマスキングパーツは、領域設定部５０により設定される。領域設定部
５０は、輪郭設定パーツを設定する輪郭設定部５２と、マスキングパーツを設定するマス
ク設定部５４を備えている。領域設定部５０による対象領域の設定例については図４を利
用して詳述する。
【００６１】
　図３に示す表示画像内には、容量比の測定結果が例えば数値で表示される。図３の具体
例における容量比は、前立腺と移行域（移行帯）の容量の比であり、例えば次式で算出す
ることができる。
（式１）容量比＝移行域の容量／前立腺全体の容量
【００６２】
　なお、前立腺全体の容量と移行域の容量は、例えば、従来から知られている以下に説明
する超音波計測により推定することができる。
【００６３】
　・前立腺全体の容量
前立腺の正中縦断面に対応した超音波画像内で前立腺の頭尾径（Ｄ１）と前後径（Ｄ２）
が測定され、前立腺の正中横断面に対応した超音波画像内で前立腺の横径（Ｄ３）が測定
される。そして、前立腺全体の立体形状を楕円体と仮定した以下の推定式により、前立腺
全体の容量が算出される。
（式２）前立腺全体の容量＝Ｄ１×Ｄ２×Ｄ３×π／６
【００６４】
　・移行域の容量
移行域の正中縦断面に対応した超音波画像内で移行域の頭尾径（ＤＢ）と上下方向の径（
ＤＡ）が測定され、移行域の正中横断面に対応した超音波画像内で移行域の左右方向の径
（Ｄ３）が測定される。そして、移行域の立体形状を楕円体と仮定した以下の推定式によ
り、移行帯の容量が算出される。
（式３）移行帯の容量＝ＤＡ×ＤＢ×ＤＣ×π／６
【００６５】
　図３に示す容量比は、例えば、前立腺の弾性診断に先だって実施される超音波計測によ
り式２と式３で算出される前立腺全体の容量と移行帯の容量から式１により算出される。
次に、弾性診断において設定される対象領域について詳述する。
【００６６】
　図４は、領域設定部５０による対象領域の設定例を説明するための図である。図４（Ｓ
１）には、前立腺の断層画像の具体例が図示されている。図４（Ｓ１）の断層画像は、コ
ンベックス走査面１１Ｃ（図２）に対応したアキシャル断面の断層画像であり、前立腺全
体の断面と前立腺内の移行域（ＴＺ）の断面を映し出している。医師や検査技師などのユ
ーザは、例えば、図４（Ｓ１）に示す断層画像が得られるように、つまり前立腺全体と移
行域が中央付近に映し出されるように、プローブ１０を操作してコンベックス走査面１１
Ｃの位置や角度を適宜に調整する。
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【００６７】
　そして、領域設定部５０が備える輪郭設定部５２により、断層画像内に、輪郭設定パー
ツが設定される（Ｓ２）。輪郭設定パーツは、前立腺全体の断面形状を模擬したパーツで
あり、図４の具体例では、楕円形状の輪郭設定パーツが利用される。もちろん、輪郭設定
パーツの形状は楕円形状に限定されず、他の形状であってもよい。
【００６８】
　輪郭設定部５２はユーザ操作に従って輪郭設定パーツを設定する。ユーザは、例えば、
操作デバイス７０を利用して、表示画像内に表示される複数の輪郭設定パーツＢ１，Ｂ２
（図３）の中から、診断に適した輪郭設定パーツを選択する。例えば、静的エラストのみ
の弾性診断においては楕円形状の輪郭設定パーツＢ１が利用され、せん断波による動的エ
ラストを併用する診断においては楕円形状に中心線が設けられた輪郭設定パーツＢ２が利
用される。
【００６９】
　さらに、ユーザは、操作デバイス７０を利用して、前立腺全体の境界に合うように、選
択した輪郭設定パーツの位置と大きさを調整する。その調整後にユーザからの確定操作が
成されると、輪郭設定部５２は、輪郭設定パーツの位置と大きさを確定する。
【００７０】
　断層画像内に輪郭設定パーツが設定されると、領域設定部５０が備えるマスク設定部５
４により、断層画像内にマスキングパーツが設定される。図４に示す具体例では、輪郭設
定パーツの基準点Ｐ（Ｓ３）を通るように、移行域用のマスキングパーツである移行域パ
ーツが設定される（Ｓ４）。
【００７１】
　移行域パーツは、移行域の断面形状を模擬したパーツであり、図４の具体例では、表示
画像内に表示される複数のマスキングパーツＭ１～Ｍ３（図３）の中から、楕円形状のマ
スキングパーツＭ３が移行域パーツとして利用される。もちろん、移行域パーツとして他
の形状のマスキングパーツが利用されてもよい。
【００７２】
　マスク設定部５４は、既に設定されている輪郭設定パーツの基準点Ｐを通るように移行
域パーツを初期設定する。基準点Ｐは、輪郭設定パーツに基づいて決定される代表点であ
り、例えば、輪郭設定パーツが楕円形状であれば、輪郭設定パーツの短軸の上側端点が基
準点Ｐとされる。
【００７３】
　また、移行域パーツの大きさは、例えば、既に設定されている輪郭設定パーツの大きさ
と容量比に基づいて、マスク設定部５４により初期設定される。例えば、輪郭設定パーツ
の面積がＳであり、前述の式１により算出される容量比がｒであれば、移行域パーツの面
積がＳ×ｒ＾（２／３）とされる。もちろん、他の具体的な演算により移行域パーツの面
積が算出されてもよい。
【００７４】
　マスク設定部５４により移行域パーツが初期設定されると、ユーザは、操作デバイス７
０を利用して、断層画像内において移行域の境界に合うように、移行域パーツの位置と大
きさを調整する。その調整後にユーザからの確定操作が成されると、マスク設定部５４は
移行域パーツの位置と大きさを確定する。もちろん、マスク設定部５４により初期設定さ
れた位置と大きさで移行域パーツが確定されてもよい。
【００７５】
　こうして、例えば、図４（Ｓ４）に示すように、前立腺全体の輪郭に合うように輪郭設
定パーツが設定され、移行域の輪郭に合うように移行域パーツが設定されると、領域設定
部５０は、輪郭設定パーツに囲まれた前立腺の領域から、移行域パーツに囲まれた移行域
の領域を取り除いた領域を対象領域とする。
【００７６】
　なお、移行域パーツに加えて又は移行域パーツに代えて、任意パーツが利用されてもよ
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い。例えば、断層画像内に組織の石灰化などの比較的硬い領域が確認できる場合に、その
領域に任意パーツが設定される。例えば、表示画像内に表示される複数のマスキングパー
ツＭ１～Ｍ３（図３）の中から、ユーザが所望のマスキングパーツを選択し、そのマスキ
ングパーツの位置と大きさを断層画像内において指定することにより、任意パーツが設定
される。
【００７７】
　領域設定部５０は、輪郭設定パーツと移行域パーツと任意パーツが設定されている場合
には、輪郭設定パーツに囲まれた前立腺の領域から、移行域パーツに囲まれた移行域の領
域と任意パーツに囲まれた領域を取り除いた領域を対象領域とする。また、輪郭設定パー
ツと任意パーツのみが設定されている場合には、領域設定部５０は、輪郭設定パーツに囲
まれた前立腺の領域から任意パーツに囲まれた領域を取り除いた領域を対象領域とする。
【００７８】
　なお、輪郭設定パーツと移行域パーツが設定されず、任意パーツのみが設定されている
場合に、領域設定部５０は、関心領域（図３のＲＯＩ）全体のうち、任意パーツに囲まれ
た領域を取り除いた残りの領域を対象領域とする。これにより、例えば、石灰化などの比
較的硬い領域を対象として任意パーツが設定されていれば、その比較的硬い領域を取り除
いた対象領域を設定することができる。
【００７９】
　弾性画像形成部４４は、断層画像内に設定される輪郭設定パーツとマスキングパーツに
より定められる対象領域内の弾性情報に基づいて弾性画像（静的弾性画像）を形成する。
弾性画像形成部４４は、対象領域内における相対的な組織の硬さの分布を視覚的に示した
弾性画像を形成する。
【００８０】
　例えば、対象領域内における複数の計測点のみが演算対象とされ、各計測点ごとに対象
領域内における相対的な硬さに応じた色相（色コード）が付与される。これにより、例え
ば、対象領域内における平均的な硬さを中心として、対象領域内で最も硬い（Ｈａｒｄ）
部位から最も軟らかい（Ｓｏｆｔ）部位までの硬さの分布を得ることができる。
【００８１】
　輪郭設定パーツと移行域パーツを利用して前立腺の領域から移行域の領域が取り除かれ
た対象領域が設定されていれば、（肥大等の影響により）硬さが変化するとされる移行域
の影響が軽減された状態で、望ましくは、移行域の影響を受けずに、前立腺の例えば辺縁
領域（ＰＺ）内における硬さの分布を診断することが可能になる。さらに、例えば、石灰
化した領域などが任意パーツにより取り除かれていれば、石灰化した領域などによる影響
も軽減または除去することができる。
【００８２】
　図５は、動的エラストを併用する弾性診断における対象領域の具体例を示す図である。
動的エラスト、つまり、せん断波計測を併用する場合にも、領域設定部５０が備える輪郭
設定部５２は、ユーザ操作に従って断層画像内に輪郭設定パーツを設定する。
【００８３】
　せん断波計測を併用する場合に、ユーザは、例えば、操作デバイス７０を利用して、表
示画像内に表示される複数の輪郭設定パーツＢ１，Ｂ２（図３）の中から、楕円形状に中
心線が設けられた輪郭設定パーツＢ２を選択する。さらに、ユーザは、操作デバイス７０
を利用して、前立腺全体の境界に合うように輪郭設定パーツの位置と大きさを調整する。
その調整後にユーザからの確定操作が成されると、輪郭設定部５２は輪郭設定パーツの位
置と大きさを確定する。
【００８４】
　断層画像内に輪郭設定パーツが設定されると、領域設定部５０が備えるマスク設定部５
４により、断層画像内にマスキングパーツが設定される。例えば、図４の具体例と同様に
図５の具体例においても、輪郭設定パーツの基準点を通るように、移行域用のマスキング
パーツである移行域パーツが設定される。また、移行域パーツの大きさは、既に設定され
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ている輪郭設定パーツの大きさと容量比に基づいて初期設定することができる。移行域パ
ーツが初期設定されると、ユーザは、操作デバイス７０を利用して、断層画像内において
移行域の境界に合うように、移行域パーツの位置と大きさを調整する。その調整後にユー
ザからの確定操作が成されると、マスク設定部５４は移行域パーツの位置と大きさを確定
する。もちろん、マスク設定部５４により初期設定された位置と大きさで移行域パーツが
確定されてもよい。
【００８５】
　これにより、前立腺を含む断面内が領域Ａ～Ｄに分割される。つまり、移行域パーツ内
の左側の領域Ａと、移行域パーツ内の右側の領域Ｂと、移行域パーツの外側で輪郭設定パ
ーツ内の左側の領域Ｃと、移行域パーツの外側で輪郭設定パーツ内の右側の領域Ｄの４領
域が得られる。
【００８６】
　輪郭設定パーツと移行域パーツが設定されると、操作デバイス７０を利用して入力され
るユーザからの指示に応じて、動的エラスト、つまり、せん断波計測が開始される。せん
断波計測は領域Ａ～Ｄの各領域ごとに実行される。つまり、領域Ａ～Ｄの各領域ごとに、
プローブ１０からプッシュパルスを送波してせん断波を発生させ、せん断波速度演算部４
６によりせん断波の速度情報が導出される。さらに、せん断波速度演算部４６は、領域Ａ
～Ｄの各領域ごとに、せん断波の伝搬速度に基づいて例えばヤング率などの組織の硬さに
係る情報を得ることが望ましい。
【００８７】
　図６は、動的エラストを併用する弾性診断における表示画像の具体例を示す図である。
例えば、図６に示す表示画像が表示画像形成部６０において形成されて表示部６２に表示
される。なお、図６における断層画像と弾性画像は図３の具体例と同じであり、さらに、
図３の具体例と同様に、図６の表示画像内にも、カラーバー（ＣＢ）と容量比と複数の輪
郭設定パーツＢ１，Ｂ２が表示されている。
【００８８】
　図６の具体例において、断層画像内には、楕円形状に中心線が設けられた輪郭設定パー
ツが設定されており、その輪郭設定パーツと移行域パーツにより、前立腺を含む断面内が
領域Ａ～Ｄに分割されている。そして、領域Ａ～Ｄの各領域ごとに、せん断波速度演算部
４６により導出される弾性情報、例えばヤング率などの組織の硬さに係る測定値が、例え
ばｋｐａ（キロパスカル）を単位とする数値で表示される。
【００８９】
　医師や検査技師等のユーザは、動的な弾性測定により得られた領域Ａ～Ｄの硬さに係る
測定値を比較して、静的な弾性測定により得られる弾性画像（静的弾性画像）の表示パタ
ーンを決定することができる。図６の具体例において、ユーザは、表示画像内に設けられ
る表示パターンの選択ボタンを利用して、静的弾性画像の表示パターンを選択する。
【００９０】
　図６の具体例では「ＲＯＩ全体」と「前立腺全体」と「移行域」と「前立腺－移行域」
の４つの表示パターンに対応した選択ボタンが用意されている。
【００９１】
　「ＲＯＩ全体」が選択されると、弾性画像内に設定された関心領域（ＲＯＩ）内の全域
から得られる弾性情報に基づく静的弾性画像が表示される。ユーザは、例えば、動的な弾
性測定で得られた領域Ａ～Ｄにおける組織の硬さに殆ど差がない場合に、静的な弾性測定
においてＲＯＩ全体の硬さの分布を確認する。これにより、例えばＲＯＩ全体の中で最も
硬い領域などを確認することができる。
【００９２】
　「前立腺全体」が選択されると、断層画像内に設定された輪郭設定パーツに囲まれた前
立腺領域の全体から得られる弾性情報に基づく静的弾性画像が表示される。ユーザは、例
えば、移行域を含む前立腺全体の硬さの分布を確認したい場合に、静的な弾性測定におい
て前立腺全体の硬さの分布を確認する。



(14) JP 2017-80119 A 2017.5.18

10

20

30

40

50

【００９３】
　「移行域」が選択されると、断層画像内に設定された移行域パーツに囲まれた移行域か
ら得られる弾性情報に基づく静的弾性画像が表示される。ユーザは、例えば、動的な弾性
測定で得られた領域Ａと領域Ｂの硬さの差が比較的大きい場合に、静的な弾性測定におい
て移行域内の硬さの分布を確認する。これにより、例えば移行域内における硬さの左右差
などを確認することができる。
【００９４】
　「前立腺－移行域」が選択されると、断層画像内に設定された輪郭設定パーツに囲まれ
た前立腺領域から移行域パーツに囲まれた移行域を取り除いた対象領域の弾性情報に基づ
く静的弾性画像が表示される。ユーザは、例えば、動的な弾性測定で得られた領域Ｃと領
域Ｄの硬さの差が比較的大きい場合や、領域Ｃ，Ｄよりも領域Ａ，Ｂの硬さが大きい場合
に、静的な弾性測定において前立腺全体から移行域を取り除いた対象領域の硬さの分布を
確認する。これにより、例えば、対象領域全体の硬さの分布や対象領域内における硬さの
左右差などを確認することができる。
【００９５】
　さらに、図１の超音波診断装置は、輪郭設定パーツと移行域パーツに基づいて決定され
る対象領域内における各微小領域ごとの弾性情報を評価する機能を備えている。
【００９６】
　図７は、各微小領域ごとの評価を説明するための図である。輪郭設定パーツと移行域パ
ーツを利用して前立腺の領域から移行域の領域が取り除かれた対象領域が設定されると、
図１の超音波診断装置は、対象領域を複数の微小領域に分割する。
【００９７】
　図７（Ａ）に示す具体例では、輪郭設定パーツの内側で移行域パーツ内を取り除いた対
象領域が、複数の微小な矩形領域（微小領域）で区切られている。なお、輪郭設定パーツ
としては、図３に示した楕円形状で中心線のない輪郭設定パーツＢ１、または、楕円形状
に中心線が設けられた輪郭設定パーツＢ２が利用される。
【００９８】
　図７（Ｂ）には、静的な弾性測定により関心領域（ＲＯＩ）全体から得られる硬さ分布
の具体例が図示されている。図７（Ｂ）には、横軸を硬さの測定値とし、関心領域内にお
ける各測定値の頻度を縦軸に示した分布、つまり、関心領域内で最も硬い（Ｈａｒｄ）部
位から最も軟らかい（Ｓｏｆｔ）部位までの硬さの分布が図示されている。注目範囲は、
医師や検査技師などのユーザが診断において注目する硬さの範囲であり、例えばユーザか
らの操作に応じて決定される。
【００９９】
　図１の超音波診断装置は、図７（Ａ）に示す複数の微小領域（矩形領域）のうち、各微
小領域内における組織の硬さ、例えば各微小領域内の硬さの代表値または平均値が注目範
囲内にある特定微小領域（１又は複数）を選択し、特定微小領域の硬さを表示する。
【０１００】
　図８は、特定微小領域の硬さの表示例１を示す図である。図８（Ａ）には、複数の微小
な矩形領域（図７（Ａ）参照）のうち、３つの矩形領域αβγにおける硬さが注目範囲内
（図７（Ｂ）参照）となる具体例が示されている。つまり、３つの矩形領域αβγが特定
微小領域となる。これらの特定微小領域における硬さが断層画像内に表示される。
【０１０１】
　図８（Ｂ）には、断層画像内に３つの矩形領域αβγの硬さを表示する具体例が図示さ
れている。図１の超音波診断装置は、例えば、関心領域（ＲＯＩ）全体を対象とした静的
な弾性画像における配色（第１配色）とは異なる配色（第２配色）で、断層画像内に３つ
の矩形領域αβγの硬さを表示する。
【０１０２】
　これにより、医師や検査技師などのユーザは、関心領域全体の中で注目すべき硬さ（注
目範囲内の硬さ）となる部位を容易に確認することができる。



(15) JP 2017-80119 A 2017.5.18

10

20

【０１０３】
　図９は、特定微小領域の硬さの表示例２を示す図である。図９の具体例では、中心線が
設けられた輪郭設定パーツが利用される。図９（Ａ）には、複数の微小な矩形領域（図７
（Ａ）参照）のうち、輪郭設定パーツの中心線に対して左右対称に配置された２つの矩形
領域βγにおける硬さが注目範囲内（図７（Ｂ）参照）となる具体例が示されている。つ
まり、２つの矩形領域βγが特定微小領域となる。図９の具体例では、これらの特定微小
領域のうち、つまり左右対称な微小領域のペアのうち、より硬い方が断層画像内に表示さ
れる。
【０１０４】
　図９（Ｂ）には、左右対称な微小領域のペア（特定微小領域の組）である２つの矩形領
域βγのうち、矩形領域γの方が硬い場合の表示例が図示されている。この場合には、断
層画像内に矩形領域γの硬さが表示される。図１の超音波診断装置は、例えば、関心領域
（ＲＯＩ）全体を対象とした静的な弾性画像における配色（第１配色）とは異なる配色（
第２配色または第２配色とは異なる第３配色）で、断層画像内に矩形領域γの硬さを表示
する。
【０１０５】
　これにより、医師や検査技師などのユーザは、関心領域全体の中で注目すべき硬さ（注
目範囲内の硬さ）の左右差（左右のバランス）を確認することができる。
【０１０６】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、上述した実施形態は、あらゆる点で単な
る例示にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。本発明は、その本質を逸脱しな
い範囲で各種の変形形態を包含する。
【符号の説明】
【０１０７】
　１０　プローブ、１２　送信部、１４　受信部、２０　断層画像形成部、３０　変位計
測部、４２　弾性情報演算部、４４　弾性画像形成部、４６　せん断波速度演算部、５０
　領域設定部、５２　輪郭設定部、５４　マスク設定部、６０　表示画像形成部。
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